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2016～防災科研として、2019～ISUTとして、
内閣府とともに政府・都道府県災対本部支援

2019～AIBとして、2024～BDXとして、
民間企業とともに都道府県災対本部支援

エーアイビー

ビーディーエックス



防テクPFの概要と新たな提案
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【新規提案】今まさに生み出さんとされている
「技術シーズ」をビジネス展開したい︕



技術シーズ研究開発事例：SIP「スマート防災ネットワークの構築」

4戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第３期「スマート防災ネットワークの構築」資料より抜粋

（Ｄ）流域内の貯留機能を最⼤限活⽤した被害軽減の実現
貯留・洪水調節機能、
氾濫リスク評価

インフラ貯留
効果最大限化

水門・排水機場の
緊急時操作

平時 応急対応

（A）災害情報の広域かつ瞬時把握・共有

（Ｃ）災害実動機関における組織横断の情報共有・活⽤

衛星
センシング

地上
センシング

データ解析・
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（Ｂ）リスク情報による防災行動の促進
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リスク・被害
可視化
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ジブンゴト化

情報集約
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自動解析
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初動対応災害
発生前

災害
発生後

e-1-1.防災デジタルツイン自動作成による
災害シミュレーション自動実行システムの構築

e-1-2.津波災害デジタルツインの構築と
スマート・レジリエンスの実現

e-2. デジタルツイン群構築のための基盤技術

（Ｅ）防災デジタル
ツインの構築



技術シーズ具体事例︓「漸次的被害推計技術」
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技術シーズ具体事例︓「複数回線通信技術」
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被災者データベースの構築支援
と今後に残された課題

防災DX官民共創協議会（BDX）の取組事例
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様々な種類・形式の
被災者情報が分散

集約・名寄せに多大
な職員事務負担

被災者データベースによ
る各種被災者情報の集
約・管理

→合計10以上のシステム等か
らの被災者情報を名寄せ・統合
→県・市町が様々な面で活用中

（１）課題 （２）取組 （３）成果

【被災者DB】

県・市町が取得・収集している
被災者に関する情報

避難者名簿、訪問情報等

避難所データ集約可視化アプ
リケーション

被災者台帳の作成支援
②被災者訪問アセスメント

被災者台帳の作成支援
①Suicaプロジェクト

BTP
SAPに集約されたデータ
を市町職員がチェックし、
マスターデータに登録

複数の情報を組み合わせることで情
報の信頼性が向上

現地登録情報（基本4情報＋現在地
等）とタッチログ 世帯情報、個人の要配慮情報等

各種名簿等

Suica情報 訪問アセス情報

ダッシュボード

Palantir Technologies Japan（株）がシステム開発を担当

氏名 石川花子
性別 女性
住所 石川県
避難場所 A中学校
連絡先 ・・・

氏名 石川花子
性別 女性
住所 石川県
避難場所 A中学校
連絡先 ・・・

氏名 石川花子
性別 女性
住所 石川県
避難場所 A中学校
連絡先 ・・・

ここから先に行けなかった
（実力のある民間団体に
もっと参入させたかった）
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デジタル田園都市国家構想交付金（Type-S）を活用した取り組みと今後の課題
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石川県広域被災者データベース・システムの整備検討に係る情報提供依頼について「参考資料3_
被災者データベースの構築について」より抜粋
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/johosei/wide-area-disaster-victim.html

ここから先に行くには？
（実力のある民間団体が

もっと参入できるためには？）

データ提供者の心配
個人情報や機密情報の
漏洩

サービス開発者の心配
ノイズ（誤情報、古い
情報等）の混入

 DB/PF運用者の心配
安全性の検証可能性、
サービスの質の担保

安全・安心に提供・開発・利用
できる基盤が必要



技術シーズ研究開発事例︓個人情報・公的情報等を安全に活用可能な被災者支援AIサービス開発基盤
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内閣府総合科学技術・イノベーション会議 研究開発とSociety5.0との橋渡しプログラム（BRIDGE） 令和６年度採択 BRIDGE施策一覧資料より抜粋

2025.2.4公表

ノイズの混入
防止

個人情報・秘
匿情報の保護

安全性の検証



Zone-A（Academia）

目指したい世界観︓産官学の領域がつながり、共創する社会へ
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Zone-G（Government）

内閣府HPより抜粋

Zone-B（Business）

SIP4D

内閣官房
内閣府
デジタル庁
総務省
文部科学省
厚生労働省
農林水産省
経済産業省
国土交通省
陸上自衛隊

茨城県
長野県
愛知県
宮崎県
つくば市
SIP4Dと連接する
都道府県
日本放送協会
東日本旅客鉄道
等

Iレジリエンス
G空間情報センター
LINEヤフー
さくらインターネット
防災DX官民共創協議会
AI防災協議会
新サービス創造データ連携基盤検討会
使いやすい防災PF研究会
データ社会推進協議会
等

防災減災連携研究ハブ（JHoP）、自然災害研究
協議会、災害資料アーカイブ機関ML、レジリエンス
研究教育推進コンソーシアム、独立行政法人図書
館コンソーシアム連絡会、松代地震センター幹事会、
筑波研究学園都市交流協議会

筑波大学協働大学院、東北大学、信州大学、東
京理科大学、日本大学、宇宙航空研究開発機構、
海洋研究開発機構、国立情報学研究所、日本原
子力研究開発機構、電力中央研究所、国立環境
研究所、国立国会図書館、防災専門図書館等

※当センターおよび所属メンバーが主体的に活動する協定、共同研究、委員会、システム連接等の実績を列挙。今後も順次拡張予定。
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防災DX官民共創協議会（BDX）
防災分野におけるデータ連携等の推進を通じた住民の利便性の向上を目指し、防災分野のデータアーキテクチャの設計や
データ連携基盤の構築等の検討を行う協議会（デジタル庁の呼びかけで、2022年12月発足）

地方公共団体 110団体 [ 内、公表可 104 ]

総数 507者 [公表可 487 / 公表不可 20]*2025年1月24日現在

民間事業者等 397団体 [ 内、公表可 383 ]

・北海道・青森県・岩手県・宮城県・山形県・福島県・茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・神奈川県・新潟県・石川県・長野県・岐阜県・愛知県・三重県・滋賀県・
大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県・鳥取県・岡山県・広島県・山口県・香川県・愛媛県・高知県・福岡県・長崎県・熊本県・大分県・宮崎県・鹿児島県
・北海道札幌市・北海道滝川市・北海道標津町・岩手県盛岡市・岩手県宮古市・宮城県仙台市・山形県新庄市・山形県南陽市・福島県郡山市・福島県いわき市・茨城
県水戸市・茨城県古河市・茨城県常総市・群馬県前橋市・埼玉県狭山市・埼玉県蓮田市・千葉県木更津市・東京都品川区・東京都大田区・東京都町田市・神奈川県横
浜市・神奈川県平塚市・神奈川県鎌倉市・神奈川県藤沢市・神奈川県小田原市・神奈川県伊勢原市・新潟県三条市・石川県輪島市・石川県珠洲市・石川県穴水町・石
川県能登町・長野県佐久市・長野県千曲市・長野県箕輪町・岐阜県羽島市・岐阜県海津市・岐阜県安八町・静岡県磐田市・静岡県湖西市・愛知県豊橋市・愛知県岡崎
市・愛知県豊田市・愛知県蒲郡市・三重県志摩市・京都府京都市・大阪府大阪市・大阪府堺市・大阪府箕面市・大阪府東大阪市・兵庫県神戸市・兵庫県加古川市・奈
良県奈良市・和歌山県橋本市・和歌山県すさみ町・岡山県高梁市・山口県宇部市・徳島県美馬市・香川県高松市・愛媛県四国中央市・愛媛県砥部町・高知県四万十
市・高知県中土佐町・福岡県北九州市・福岡県福岡市・佐賀県佐賀市・佐賀県玄海町・熊本県熊本市・熊本県宇土市・宮崎県都城市
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研究開発が生み出す技術シーズと
社会実装に向けた官民共創に関心のある方、

まずはお声がけください！
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